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グ
ロ
ー
バ
ル
に
見
た
日
本
の
自
然

　

も
し
手
元
に
世
界
地
図
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
開
き
、

東
海
大
学
観
光
学
部
教
授
　
田
中
伸
彦

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

　
　
日
本
の
自
然
を
観
光
の
ま
な
ざ
し
で
捉
え
ら
れ
る
か
？

や
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
、
ナ
ミ
ブ
砂
漠
、
ア
タ
カ
マ
砂
漠
と
、

こ
ち
ら
も
乾
燥
地
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
普
通
に
考
え
れ
ば
、
地
球
上
で
日
本
が

し
、
日
本
が
あ
る
辺
り
の
緯
度
で
降
下
す
る
。
要
す
る

に
、
日
本
と
同
じ
緯
度
に
あ
る
陸
地
に
は
乾
い
た
空
気

が
舞
い
降
り
、
軒
並
み
砂
漠
化
し
や
す
く
な
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
気
候
シ
ス
テ
ム
か
ら

考
え
た
場
合
、
森
に
覆
わ
れ
た
国
と
し
て
現
在
日
本
が

存
在
す
る
こ
と
は
、
奇
跡
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
緑

が
豊
か
な
こ
と
は
、
観
光
面
か
ら
は
天
与
の
好
条
件
で

あ
る
。

豊
か
な
日
本
の
森

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
日
本
は
砂
漠
に
な
ら
ず
、
豊
か
な

森
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
の
一
つ

に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
関
係
し
て
い
る
。
先
に
述
べ

た
乾
い
た
空
気
は
、
偏
西
風
に
乗
り
、
地
球
の
周
り
を

横
方
向
に
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
つ
ま
り
、乾
い
た
空
気
は
、

乾
い
た
ま
ま
同
緯
度
で
循
環
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
流
れ
が
邪
魔
さ
れ
る
場
所
が
１
カ
所
存
在
す
る
。

そ
れ
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
で
あ
る
。

　

乾
い
た
偏
西
風
は
、
対
流
圏
と
い
う
厚
さ
10
㌔
㍍
程

度
の
空
気
の
層
と
な
っ
て
循
環
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の

９
㌔
㍍
近
く
を
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
は
塞
い
で
し
ま
う
（
エ

ベ
レ
ス
ト
の
標
高
は
８
８
４
８
㍍
）。
そ
う
す
る
と
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
阻
ま
れ
て
、
偏
西
風
は
蛇
行
せ
ざ
る

その５

森林環境
多事争論

日
本
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。
見

つ
か
っ
た
ら
、
最
北
端
と
最
南

端
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
横
に
線
を

引
い
て
ほ
し
い
。
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
北
ア

メ
リ
カ
大
陸
な
ど
を
通
過
す
る

平
行
な
線
が
引
か
れ
た
と
思

う
。
２
本
の
線
の
間
に
は
、
何

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
か
ら
西
に
向
け
て
出
発

す
る
と
、
ゴ
ビ
砂
漠
、
タ
ク
ラ

マ
カ
ン
砂
漠
、
ア
ラ
ビ
ア
半

島
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
、
ア
メ
リ
カ

中
西
部
の
乾
燥
地
帯
と
軒
並
み

乾
燥
地
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ

う
か
。

　

ま
た
、
同
じ
緯
度
で
南
半
球

に
反
転
さ
せ
て
線
を
引
い
て
も

状
況
は
同
じ
こ
と
が
分
か
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
乾
燥
地
帯

存
在
す
る
緯
度
の
陸
地
は
砂

漠
に
な
り
や
す
い
。
そ
の
理

由
は
科
学
的
に
も
説
明
が
つ

く
。

　

太
陽
に
よ
っ
て
、
地
球
上

で
最
も
暖
め
ら
れ
る
場
所
は

赤
道
付
近
で
あ
る
。
赤
道
付

近
で
は
、
空
気
が
暖
め
ら
れ

て
上
昇
気
流
と
な
り
、
空
高

く
上
が
り
、
雲
が
湧
き
、
雨

が
降
る
。
そ
の
雨
の
お
か
げ

で
赤
道
付
近
に
は
豊
か
な
熱

帯
雨
林
が
広
が
る
。
と
こ
ろ

で
、
雨
を
降
ら
せ
た
後
、
上

空
に
残
さ
れ
る
乾
い
た
空
気

は
ど
こ
へ
行
く
の
だ
ろ
う

か
？　

赤
道
付
近
は
、
先
ほ

ど
言
っ
た
よ
う
に
強
い
上
昇

気
流
が
あ
る
の
で
真
下
に
は

降
り
ら
れ
な
い
。そ
の
た
め
、

乾
い
た
空
気
は
南
北
に
移
動

日本が存在する緯度は本来砂漠になってもおかしくない場所である
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を
得
な
く
な
る
。
偏
西
風
は
南
東
に
進
路
を
変
え
、
イ

ン
ド
洋
、
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
の
上
空
を
カ
ー
ブ
し

な
が
ら
進
み
、
徐
々
に
湿
気
を
蓄
え
、
日
本
や
韓
国
に

到
達
し
て
雨
を
降
ら
せ
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
な
け
れ

ば
、
日
本
の
梅
雨
に
、
こ
こ
ま
で
の
雨
を
降
ら
せ
る
力

は
な
い
と
い
え
る
。

　

偏
西
風
の
蛇
行
の
お
か
げ
で
、
日
本
は
降
水
量
に
恵

ま
れ
、
国
土
の
３
分
の
２
を
森
が
覆
う
。
加
え
て
、
秋

の
台
風
や
冬
の
豪
雪
な
ど
、
降
水
量
を
底
上
げ
す
る
要

因
が
更さ

ら

に
重
な
る
た
め
、
砂
漠
化
が
起
こ
る
余
地
が
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
世
界
の
人
々
が
こ
の
緯
度
で
森
を
旅
し
た

け
れ
ば
、日
本
は
絶
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。
た
だ
、

残
念
な
が
ら
、
大
半
の
日
本
人
は
こ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
に
自
覚
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
関
心
も
薄
い
。
天
与
の

自
然
条
件
は
軽
視
さ
れ
、
い
ま
だ
に
マ
ス
コ
ミ
は
、
爆

買
い
や
お
も
て
な
し
、
ア
ニ
メ
や
フ
ジ
ヤ
マ
芸
者
的
な

も
の
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
日
本
人
は
「
日
本
の
自

然
」
と
い
う
観
光
の
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
を
十
分
に
活

か
せ
て
い
な
い
。

　

更
に
い
え
ば
、
伝
統
文
化
も
、
自
然
の
影
響
が
大
き

い
。
例
え
ば
、
木
造
の
神
社
仏
閣
は
、
ま
さ
に
森
林
文

化
の
賜

た
ま
も
ので

あ
る
。
ま
た
世
界
「
文
化
」
遺
産
で
も
、
平

泉
や
富
士
山
、
白
川
郷
、
紀
伊
山
地
、
法
隆
寺
地
域
、

厳
島
神
社
な
ど
は
、
森
に
囲
ま
れ
た
風
景
が
真
っ
先
に

目
に
浮
か
ぶ
。
更
に
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
で
も
、
例
え
ば
ポ
ケ
モ
ン
に
描
か
れ
る
背
景
の

森
は
ま
さ
し
く
日
本
で
あ
る
。
仮
に
ア
ラ
ビ
ア
人
が
原

作
者
だ
っ
た
ら
、情
景
描
写
は
全
く
違
う
は
ず
で
あ
る
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
も
、
海
外
の
人
々
に
日
本
の
森
は

浸
透
し
、
脳
裏
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

豊
か
な
日
本
の
海

　

日
本
は
海
も
広
大
で
豊
か
で
あ
る
。

　

意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
の
海
の
面
積
は
世
界

第
６
位
を
誇
る
。
そ
し
て
、
太
平
洋
に
は
黒
潮
（
暖

流
）
と
親
潮
（
寒
流
）
が
流
れ
、
両
者
が
ぶ
つ
か
る
こ

と
で
多
様
な
生
態
系
が
形
づ
く
ら
れ
る
。
一
方
日
本
海

は
、
過
去
に
太
平
洋
と
切
り
離
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た

た
め
、
全
く
異
な
っ
た
生
態
系
を
構
築
し
て
い
る
。
多

様
な
海
に
囲
ま
れ
る
日
本
近
海
は
、
２
０
１
０
年
に
発

表
さ
れ
た
海
洋
生
物
セ
ン
サ
ス
（
Ｃ
ｏ
Ｍ
Ｌ
）
で
、
世

界
の
ど
こ
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
生
物
多
様
性
が
高
い

と
評
価
さ
れ
た
（
海
洋
研
究
開
発
機
構
２
０
１
０
）。

　

観
光
面
か
ら
日
本
の
海
を
考
え
る
と
、
朝
、
知
床
で

流
氷
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
満
喫
し
た
そ
の
足
で
飛
行
機
移

動
す
る
と
、
夕
方
に
沖
縄
の
サ
ン
ゴ
礁
で
ダ
イ
ビ
ン
グ

が
で
き
る
ほ
ど
コ
ン
パ
ク
ト
で
多
様
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
国
は
世
界
を
探
し
て
も
日
本
し

か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
も
流
氷
と
サ
ン
ゴ
礁
の
両
方
を
持

つ
が
、
流
氷
は
ア
ラ
ス
カ
、
サ
ン
ゴ
礁
は
ハ
ワ
イ
と
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
な
い
上
に
旅
行
で
移
動
す
る
の
は
現
実

的
で
な
い
。

　

ま
た
、
近
年
人
気
を
博
し
て
い
る
ク
ル
ー
ズ
で
も
、

海
洋
は
観
光
の
可
能
性
を
秘
め
る
。
海
上
で
鳥
や
イ
ル

カ
の
群
れ
を
発
見
し
た
時
の
感
動
は
忘
れ
が
た
い
経
験

と
な
る
。

　

な
お
、
豊
か
な
海
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
様
な

海
産
物
が
あ
り
食
が
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
に
も
繋つ

な

が

る
。
魚
、
貝
、
甲
殻
類
、
海
藻
等
々
ヘ
ル
シ
ー
で
美
味

な
日
本
食
は
、
世
界
的
に
人
気
が
上
昇
し
て
い
る
。
山

の
幸
も
含
め
、
日
本
の
食
の
活
用
も
、
観
光
に
と
っ
て

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
る
。

　

以
上
、
日
本
は
乾
燥
地
帯
が
取
り
巻
く
緯
度
に
偶
然

生
じ
た
奇
跡
の
森
林
国
で
、
か
つ
豊
か
な
海
を
持
つ
。

こ
の
現
実
を
、
日
本
人
は
観
光
立
国
実
現
の
た
め
に
肝

に
銘
ず
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
は
世
界
的
に
も
訪
れ
る

に
値
す
る
魅
力
的
な
自
然
を
兼
ね
備
え
た
奇
跡
の
国
な

の
で
あ
る
。

観
光
産
業
を
け
ん
引
す
る
の
は
誰
か
？

　

こ
こ
で
日
本
経
済
に
目
を
転
ず
る
と
、
近
年
は
製
造

業
を
軸
と
し
た
輸
出
産
業
の
先
行
き
に
暗
雲
が
漂
っ
て

い
る
。
そ
し
て
製
造
業
の
穴
を
埋
め
る
た
め
に
観
光
産

業
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
海
外
か
ら
の
旅

行
客
の
誘
致
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
は
国

を
挙
げ
て
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
順
調
に

里山を観光デスティネーション化するためのワークショップの1コマ＝神奈川県平塚市ゆるぎ地区
（著者撮影）
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実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
（
観
光
庁
２
０
１
７
）。　

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
と
は
、
貿
易
的
な

観
点
か
ら
見
る
と
、
自
動
車
同
様
、
輸
出
産
業
と
見
な

さ
れ
る
。

　

日
本
車
は
、洗
練
さ
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
で
、

安
全
性
や
燃
費
に
優
れ
、10
年
以
上
長
持
ち
す
る
の
で
、

輸
出
先
で
良
く
売
れ
た
。
そ
れ
に
倣
う
と
、
魅
力
的
な

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
で
、
快
適
性
や
環
境
に
優

れ
、
１
０
０
年
持
続
す
る
観
光
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
、
我
々
は
今
後
日
本
各
地
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
（
田
中
２
０
１
７
）。

　

バ
ブ
ル
時
代
を
振
り
返
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
も
と

も
と
日
本
は
国
内
観
光
に
業
界
が
傾
倒
し
て
い
た
の

で
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
力
を
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
外
国
人
観
光
客
数
は
長
ら
く
年
間
数
百
万

人
程
度
に
留と

ど

ま
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
21
世
紀
に
入
り
、
日
本
は
観
光
立
国
推
進

を
宣
言
し
た
。
そ
し
て
、
力
任
せ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
、
お
ざ
な
り
に
し
て
い
た
ビ
ザ
の
発
給
要
件
緩
和
な

ど
を
行
う
だ
け
で
外
国
人
観
光
客
は
面
白
い
よ
う
に
増

え
た
。
た
だ
し
水
道
の
蛇
口
を
捻ひ

ね

っ
て
水
を
出
す
の
と

同
じ
単
純
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
再
現
性
も
な
い
の
で
、
こ
の

成
功
体
験
は
後
世
繰
り
返
せ
な
い
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
今
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
は
年

間
３
０
０
０
万
人
を
超
え
る
勢
い
で
あ
る
。現
段
階
で
、

一
部
の
観
光
地
は
す
で
に
飽
和
状
態
で
、
大
都
市
や
有

名
観
光
地
の
ホ
テ
ル
は
稼
働
率
が
９
割
に
達
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　

今
や
、
大
量
に
押
し
寄
せ
過
ぎ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
客
の
負
の
問
題
は
、
世
界
で
物
議
を
醸
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
２
０
１
７
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
ま
で
増
加
し
た
観
光
客
を
標
的
に
行
わ
れ

た
自
動
車
に
よ
る
襲
撃
テ
ロ
事
件
は
記
憶
に
新
し
い
。

日
本
で
も
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
恩
恵
が
、
一
部
の

人
々
に
偏
っ
て
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
利
益
を
再

配
分
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

観
光
入
込
客
や
利
益
が
一
部
に
集
中
す
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
偏
り
を
解
消
し
、
観
光
収
入
を
国
内
の

隅
々
に
ま
で
行
き
わ
た
ら
せ
る
た
め
に
は
、
農
山
村
や

自
然
地
域
へ
目
を
向
け
さ
せ
、
観
光
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
分
散
さ
せ
る
と
効
果
的
で
あ
る
。
自
然
地
域

と
い
っ
て
も
、
屋
久
島
や
小
笠
原
、
白
神
山
地
、
知
床

の
世
界
自
然
遺
産
と
い
っ
た
既
に
著
名
な
観
光
地
で
は

な
く
、
む
し
ろ
ご
く
一
般
的
な
農
山
村
や
里
山
な
ど
に

外
国
人
の
目
を
向
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人
に

と
っ
て
農
山
村
や
里
山
は
あ
り
ふ
れ
た
日
常
か
も
し
れ

な
い
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
、
日
本
の
自
然
自
体

が
世
界
の
人
々
に
と
っ
て
は
奇
跡
な
の
で
あ
る
。
洗
練

さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ

る
観
光
計
画
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
農
山
村
に
取
り
入
れ

る
だ
け
で
も
適
度
な
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
観
光
地
を
創
り

出
す
土
地
利
用
管
理
の
職
能
を
、
従
来
の
旅
行
３
業
界

（
旅
行
代
理
店
、
運
輸
業
者
、
宿
泊
業
者
）
は
持
っ
て

い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
必
要
な
人
材
は
、
土
地
利

用
制
度
を
熟
知
し
、
計
画
・
管
理
で
き
る
人
々
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
都
市
計
画
者
や
、
自
然
公
園
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

そ
し
て
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
た
ち
で
あ
る
。

　

森
が
多
い
農
山
村
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
誘
致

の
成
否
が
彼
ら
の
双
肩
に
か
か
る
。
肝
心
な
の
は
、
観

光
産
業
の
成
否
の
一
翼
は
、
例
え
ば
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

が
、
木
材
生
産
の
み
に
傾
倒
せ
ず
、
如い

何か

に
人
が
訪
れ

た
く
な
る
景
観
や
遊
歩
道
、
展
望
所
、
宿
泊
地
な
ど
を

創
れ
る
か
と
い
う
セ
ン
ス
に
か
か
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
（
由
田
２
０
１
７
）。

激
変
す
る
自
然
環
境
・
社
会
環
境

　

と
こ
ろ
で
、
今
後
の
日
本
の
自
然
管
理
は
、
従
来
の

自
然
観
の
も
と
経
験
的
に
続
け
て
も
、
近
い
将
来
行
き

詰
ま
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日

本
の
自
然
環
境
・
社
会
環
境
は
今
後
数
十
年
の
う
ち
に

激
変
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

自
然
的
側
面
で
は
、
気
候
変
動
が
懸
念
さ
れ
る
。
日

本
の
温
暖
化
は
今
後
目
に
見
え
て
進
む
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
国

連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
の
成
果
を
用
い
て
公
表
し
た
「
２
０
５
０
年　

日
本
の
天
気
」
と
い
う
未
来
の
シ
ナ
リ
オ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ2060年における日本の人口推計（出典：国立社会保障・人口問題研究所）

総人口＝8,674万人

平 均 年 齢＝54.6歳
中位数年齢＝57.3歳

年少人口
（０～14歳）９．１％

後期老年人口
（75歳以上） ２６．9％

前期老年人口
（65～7４歳） １３．０％

生産年齢人口
（１5～６４歳） ５０．９％

老年人口
（65歳以上）３９．９％
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２
０
１
４
）
に
よ
る
と
、
現
在
11
月
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
京
都
の
紅
葉
は
、
２
０
５
０
年
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

シ
ー
ズ
ン
に
ま
で
ず
れ
込
む
。
旅
行
業
に
と
っ
て
は
、

紅
葉
と
年
末
年
始
と
い
う
二
つ
の
書
き
入
れ
時
が
統
合

す
る
だ
け
で
も
経
済
的
に
痛
手
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

年
末
年
始
の
紅
葉
と
い
う
事
実
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
哲
学
的
に
も
奥
が

深
く
、皆
で
対
応
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

紅
葉
の
ず
れ
込
み
以
外
に
も
、
ス
キ
ー
な
ど
雪
に
頼

る
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
や
、
珊さ

ん

瑚ご

の
白
化
が
懸
念
さ
れ
る
沖

縄
な
ど
は
、観
光
対
象
自
体
の
消
失
が
懸
念
さ
れ
る（
田

中
２
０
１
５
）。
観
光
業
界
は
近
い
将
来
、
そ
の
対
応

に
日
々
追
わ
れ
続
け
る
状
況
に
陥
る
。

　

ま
た
、
自
然
に
留
ま
ら
ず
、
社
会
環
境
の
劇
的
な
変

化
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
、
自
然
地
域

の
管
理
が
そ
も
そ
も
疎お

ろ
そか

に
な
る
。
た
だ
、
観
光
面
で

は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
２
０
６
０
年
に
は
日
本

の
人
口
は
８
６
７
４
万
人
ま
で
減
少
し
、
な
ん
と
86
歳

の
人
が
最
も
多
く
な
る
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
２
０
１
２
）。日
本
の
国
内
観
光
客
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
層
と
な
る
後
期
高
齢
者
に
提
供
す
る
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
我
々
は
十
分
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

２
０
６
０
年
と
は
、
今
の
大
学
生
が
、
ま
だ
現
役
で
働

い
て
い
る
近
未
来
で
あ
る
。

　

加
え
て
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
今
で
す
ら
旅
行
３
業
界

は
、
企
業
経
営
戦
略
の
面
で
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
る
。
日
本
の
旅
行
業
は
低
い
利
益
率
に
喘あ

え

い

で
い
る
。
運
輸
業
に
は
高
運
賃
体
質
や
地
方
交
通
の
維

持
問
題
等
が
待
ち
受
け
る
。
地
方
旅
館
は
自
立
性
が
低

く
て
集
客
の
伸
び
悩
み
や
雇
用
の
確
保
（
労
務
倒
産
）

の
危
機
に
晒
さ
れ
る
。
更
に
言
え
ば
、
地
方
創
生
の
側

面
か
ら
は
、
旅
行
３
業
界
の
利
益
は
都
会
に
環
流
し
が

ち
な
の
で
、
農
山
村
に
は
う
ま
み
が
少
な
い
。
国
土
の

均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
は
、
業
界
全
体
の
リ
ス
ト
ラ

が
必
要
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

リ
ス
ト
ラ
の
先
に
は
、
観
光
地
づ
く
り
か
ら
旅
行
業

の
経
営
ま
で
を
一
手
に
扱
え
る
実
力
を
持
つ
地
元
主

導
の
組
織
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

estination M
anagem

ent 

O
rganization

）
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
順
調
に
動
き
出
す
と
、
地
元
の
観
光
消
費
が
増

え
、
波
及
効
果
で
地
域
食
材
や
特
産
品
の
売
り
上
げ
が

伸
び
、
一
次
産
業
も
潤
う
。
要
す
る
に
地
元
の
６
次
産

業
化
が
円
滑
に
進
む
。
観
光
先
進
国
で
は
、
既
に
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
効
率
的
に
動
き
、
自
然
管
理
と
企
業
経
営
と
を
一

体
に
見
た
戦
略
的
な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
事
例
も
あ
る
（
田
中
２
０
１
３
、
田
中
・
二
重
作
・

シ
ョ
ウ
２
０
１
７
）。

お
わ
り
に

　

以
上
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
振
興
を
念
頭
に
置
い

た
我
が
国
の
農
山
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
論
点
を
述
べ
て
き
た
。

　

日
本
の
自
然
は
、外
国
人
か
ら
見
て
間
違
い
な
く「
訪

れ
る
に
値
す
る
」観
光
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
多
様
な
自
然
は
、た
っ
た
数
十
年

の
間
に
激
変
し
て
い
く
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。今
の
大

学
生
が
定
年
退
職
す
る
ま
で
に
、こ
の
変
化
は
起
こ
る
。

　

変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
含
め
、
今
後
農
山

村
主
導
の
観
光
産
業
を
育
成
で
き
る
か
否
か
が
、
こ
の

国
の
明
暗
を
分
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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